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論文の名称 単・共 査読 著者、編者名 発表等年月IF対象誌 雑誌名、巻（号）、開始-終了ﾍﾟｰｼﾞ

（２）論文

著作の名称 単・共 ISBN 発行所、全ページ数 著者、編者名 発行等年月

経歴

2001年 東京大学医学部附属病院 看護師

2007年 社会福祉法人恩師財団母子愛育会 愛育病院 看護師

2010年 東京大学医学部附属病院 看護師

2016年 国立精神・神経医療研究センター　精神保健研究所　科研費研究員

2020年 東京大学大学院医学系研究科 健康科学・看護学専攻　精神看護学分野　特任助教

2023年 東京大学大学院医学系研究科 健康科学・看護学専攻　精神保健学分野　助教

            国立精神・神経医療研究センター 精神保健研究所　公共精神健康医療研究部　科研費研究員

2024年 埼玉県立大学保健医療福祉学部看護学科精神看護学 准教授

            東京大学大学院医学系研究科 健康科学・看護学専攻 精神看護学分野 客員研究員

            国立精神・神経医療研究センター　精神保健研究所　公共精神健康医療研究部　客員研究員

所属学会（役職） 日本精神保健看護学会、日本看護科学学会

１．研究業績

（１）著作(著書及びその他の著作物）

研究分野 精神看護学

学位 博士（保健学）

学歴

2001年 東京大学医学部附属看護学校卒業

2016年 東京大学大学院健康科学・看護学専攻精神看護学分野修士課程修了

2020年 東京大学大学院健康科学・看護学専攻精神看護学分野博士課程修了

氏名 澤田　宇多子 部署 看護学科 職名 准教授
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Japanese Society for
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看護実践科学　精神看護制度論 15

精神医療福祉の領域における制度について、その歴史と現状を説明すると

共に、自身の研究についての説明を行った。また、学生の質疑をもとに

ディスカッションを行った。

名称 単・共

精神看護学Ⅰ 1

 自分自身のメンタルヘルスについて、具体性をもって理解できるように、

事例や映像資料を用いて講義をおこなった。特に、労働者のメンタルヘル

スについては、疫学とともに、最新の介入研究などについて講義し、自殺

に関する講義では、疫学とともに、若年者の自殺の増加について、予防、

取り組み、遺族への支援について講義した。

（４）その他

文部科学省・日本学術振興会科学研究費補

助金（若手研究)

改良版オンラインCREWの効果検討

と職場の特性に対応するプログラム

要素の特定

研究代表者

メンタルヘルス論 〇 4

科目責任者として、メンタルヘルスの回復・保持・増進に必要な支援を総

合的に理解でき、主体的に学習できるように、授業を構成した。講義（総

論）を担当し、対人だけではなく、改めて自分自身のメンタルヘルスを考

える重要性について講義した。

精神看護学Ⅱ 2

精神疾患をもつ人の治療と看護、疫学等について基本的な講義を行った。

また、看護における対人関係の重要性やコミュニケーション技法について

の講義も行い、看護実践につながるよう工夫を行った。

精神看護学Ⅱ 8

3年次生に対して「場面の再構成」と「ケアプランの作成」演習の指導を

行った。具体的な説明を行い、学生間で活発にディスカッションを行える

場づくりをし、それぞれの理解を深めて看護学実習につながるよう指導し

た。

（２）演習

演習の名称 科目責任者 コマ数 概要（教育内容・方法等において工夫した点）

2022 – 2025

コマ数 概要（教育内容・方法等において工夫した点）

文部科学省・日本学術振興会科学研究費補

助金（基盤研究A)

ケア従事者・利用者双方のウェル

ビーングを高める持続可能な「質保

証システム」の構築

研究分担者 2023 – 2027

３．教育業績

（１）講義

講義の名称 科目責任者

２．競争的資金等の研究

競争的資金等の名称 研究名 研究代表者・研究分担者の別 研究期間

発表場所等 発表者（発表者は○印） 発表等年月

該当なし

児童相談所職員を対象としたトラウマイン

フォームドケア動画研修の効果：非無作為

化比較試験

共同

第24回 日本トラウマティッ

ク・ストレス学会、東京都

千代田区

◯飯田真子、片岡真由美、澤田宇多子、宮

本有紀、佐々木那津、亀岡智美、西大輔
2025.8

（３）学会発表

学会発表の演題 単・共 学会名、開催都市 発表者（発表者は○印） 発表等年月

トラウマインフォームドケアに対する態度

と主体価値との関連についての検討
共同

第24回 日本トラウマティッ

ク・ストレス学会、東京都

千代田区

◯小西優歌、浅岡紘季、飯田真子、澤田宇

多子、河嶌讓、池田美樹、宮本有紀、小井

土雄一、西大輔

2025.8

Development and Validation of the

Japanese Version of the Revised

Publication Pressure Questionnaire

(PPQr-J): Assessment of Reliability and

Construct Validity

共著 あり 〇

Japanese

Psychological

Research. 2026 Mar

3.

Nozawa, K., Imamura, K.,

Watanabe, K., Sawada, U., Asaoka,

H., Kotake, R., Morita, Y. and

Miyamoto, Y

2026.3
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看護学科カリキュラム運営検討会 2025. 4-2026. 3学科等における委員会等

期間

学科等における委員会等 看護学科2年生担任（2024年度入学生） 2025. 4-2026. 3

期間 概要（教育内容・方法等において工夫した点）

総合実習 2025.07

4年次生に対して精神科デイケアでの実習指導を行い、精神障害をもつ人の

理解と、地域生活における必要な看護と支援を統合的に学べるように調整

し、学生が主体的に実習を行えるようサポートしつつ、適宜必要な指導を

行った。

IPW実習 2025.07-2025.10

教員ファシリテータと して、学生チームの学習・実習環境を整備し、チー

ム活動が円滑に進むように支援し、IPWが実践できるようにサポートし

た。

（５）その他

名称

学科等における委員会等 ヒューマンケア論科目運営担当 2025. 4-2026. 3

該当なし

こしがや・まつぶし　こども大学 埼玉県立大学 お互いを知ることからはじまるコミュニケーション 2025年8月

４．社会貢献活動

（１）講演会、研修会、公開講座等の講師

講演会、研修会、公開講座等の名称 主催 講演、研修、公開講座等のテーマ 開催年月

項目 内容 期間

該当なし

（４）その他

埼玉県立大学一般公開講座 埼玉県立大学 家族のためのリカバリートーク 2025年10月

項目 相手方等 内容

卒業論文 2025.4-2025.12 主指導

該当なし

６．受賞（研究、教育、社会貢献活動に関するもの）

受賞名 主催 受賞年月

学科等における委員会等

ウェルビーイング学会 査読委員 2025年4月〜現在

（２）国、自治体、学術団体等における委員等

国、自治体、学術団体等の名称 委員等の名称 任期

該当なし

（３）ジャーナリズムでの発言

メディア等の名称 内容 年月

日本精神保健看護学会 査読委員 2025年4月〜現在

日本看護科学学会 査読委員 2025年4月〜現在

ダイバーシティ推進委員会　相談員（看護・介護） 2025. 4-2026. 3

５．学内運営

4 名 副指導 名

精神看護学実習 〇 2025.10-2025.12

科目責任者として、実習を構成し、3年次生に対して臨地、学内演習、遠隔

での実習指導を行った。精神障害をもつ人の理解と病棟での実践的な看護

を学べるように、医療機関や地域施設の実習指導者と調整を行った。ま

た、臨地で積極的にさまざまな経験ができるように調整をしつつ、学生自

身がその場でしっかりとその経験を振り返り、深い学びと成長につながる

ような指導を心がけた。

（４）論文指導

対象 期間 主指導・副指導の別及び指導人数

（３）実習

実習の名称 科目責任者
学外実習：期間

学内実習：コマ数
概要（教育内容・方法等において工夫した点）

精神看護学領域の研究論文を中心に文献検討を行い、実践課題を探求する

ための研究方法を指導した。先行研究や教員・学生の経験に基づき、活発

に意見交換を行いながら、論文作成、発表に向けての指導を行った。

15看護学演習（精神看護）
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７．特許の取得

特許名 特許番号 登録年月

該当なし
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